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統合失調症

エドガー・ケイシー療法の示す
統合失調症の原因と治療法
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はじめに
ここ最近、エドガー・ケイシー療法に関するお問い合せの中でも、さまざまな精神疾患、

とりわけ統合失調症に関するものが著しく増えています。

統合失調症は、2002年 8月まで精神分裂病と呼ばれていた精神疾患であり、やや古い

情報ですが、厚生労働省が平成 11年に行った調査では、全国で 67万人が統合失調症とし

て治療を受けているということです*1。また生涯罹患率は 0.85% と高く、120 人に 1 人

が罹患する決して稀な病気ではありません。米国では統合失調症として精神科に入院した

場合、治癒して退院する率は 1～25%にしかならず、実に 75%から 95%は生涯にわたっ

て入院あるいは入退院を繰り返すとされます。

ひと言で統合失調症といっても、これまで私がご相談を受けたものだけでもその状態に

は相当の幅があり、極度の神経衰弱、不安神経症、対人恐怖症、被害妄想と思われるよう

なものから、幻聴、幻覚、さらには正真の霊的現象を思わせるものまで様々です。

このように様々な状態を呈する統合失調症に対して、現代医学はそれを一律に脳の疾患

と見なし、ドーパミンあるいはセロトニンに作用する抗精神病薬で症状を改善しようと試

みますが、残念なことに、それらの治療法は症状を一時的に抑えることができるのみで、

真の意味での健康を回復させるにはほど遠い状態です。

このような事情があって、私もリーディングに残されている統合失調症のリーディング

を調べてみたのですが、データベースで検索した段階で、まずその件数の多さに驚かされ

ました。統合失調症は症状にも大きな幅があるために、どの依頼者を統合失調症とするか

は判断に迷うところですが、少なく見積もっても 60人が、多く見積もれば 100人近い依

頼者が統合失調症としてリーディングを受けています。これはエドガー・ケイシー療法に

おける統合失調症の治療法の概要を知るには十分な数です。

リーディング本文を調べて行くうちにさらに驚くべき事実が明白になりました。それ

は、統合失調症の原因として脳の疾患を指摘された人は、頭部への怪我が原因となった人

を除けば、皆無だということです。統合失調症の原因は脳にはないということです。その

三割近くの人は脊椎への損傷、しかもかなりの人が 10 年あるいは 20 年以上も昔の怪我

を指摘されているのです。また内分泌腺の不調や憑依霊を指摘されたケースも元をたどれ

ば脊椎への損傷が引き金になっているケースがほとんどですから、そのようなケースも含

めれば、統合失調症の実に半数近くが脊椎の損傷に原因があることになります。このこと

*1 社団法人 日本精神神経学会（http://www.jspn.or.jp/）
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を認識するだけでも、統合失調症の原因究明と治療に関する取り組みが違ってくるはず

です。

では、脊椎の損傷がどのような過程を経て突然に統合失調症として顕れるのでしょう

か。リーディングの説明をまとめると大まかには次のようになります。脊椎（特に尾骨、

仙骨、腰椎の骨盤部位）の脊椎が何らかの理由によって損傷を受けると、脳脊髄神経と自

律神経の協調がうまく行かなくなり、そのために、消化器官ならびにライデン腺（ライ

ディック腺）と性腺が正常に機能できなくなります。それが長い年月のうちに他の分泌腺

に影響し、そこに外的なストレスや遺伝的素因が加わることで、ついに脳の中の松果腺が

正常に働かなくなってしまい、さまざまな精神障害を起こすのです。

当然のことながら、ケイシーはその根本原因を治すことを目指します。

脊椎の損傷が原因になっているケースでは、オステオパシー（場合によって穏やかなカ

イロプラクティック）によって脊椎の問題を矯正します。既に内分泌系に障害が及んでい

るケースでは電気治療法（ほとんどのケースでウエットセル装置、また一部ではインピー

ダンス装置）とオイルマッサージがそれに追加されます。また憑依霊が原因になっている

ケースではバイオレットレイと呼ばれる高電圧の静電気発生装置で脊柱に電気を流すこと

が勧められます。

これらの治療を忍耐強く持続的に行うなら、たとえそれが発症後 10年、20年を経てい

ようとも、かなりのケースは治癒可能であるとしています。

これまでほとんど不治の精神疾患であると見なされてきた統合失調症に治癒の希望があ

るということ――この福音が多くの人に宣べ伝えられ、これまで統合失調症で苦しみに

あった方々に、またその苦しみを共にされてこられた方々に治癒の喜びがもたらされます

ことを心より願っております。

なお、ケイシー療法による統合失調症の治療に関しては A.R.E.のデビッド・マクミラ

ン氏（David McMillin）による下記の優れた著書があります。さらなる研究を求められる

方はぜひ同氏の著書に取り組まれることを強くお勧めします。（書籍としては絶版になっ

ていますが、電子ブックとして同氏のサイト*2 から購入可能です。）

• The Treatment of SCHIZOPHRENIA – A Holistic Approach based on the

Edgar Cayce Readings (1991) Lifeline Press by David McMillin

• Case Studies in SCHIZOPHRENIA (1995) A.R.E. Press by David McMillin

2007年 11月 25日

日本エドガー・ケイシーセンター

光田　秀

*2 http://www.mcmillinmedia.com/catalog/catalog.html

Sample



4

第 1章

統合失調症の原因は「脳」ではない

統合失調症の根本原因は「脳」にはない。エドガー・ケイシーのリーディングで扱われ

た約 140件のケースを調べる限りにおいて、このことは大いに強調されるべきことである

と思われます。なぜなら、現代医学はまさにこの「脳」に統合失調症の原因を求め、それ

がために必然的に治療は根本原因に届かず、かえって多くの患者の状態を慢性化・難治化

させていると考えられるからです。

今回のニュースレターを作成するにあたり、統合失調症を扱ったと思われるリーディン

グの中から、その多様性を示すのにふさわしいと思われる 38件を選んでその原因とリー

ディングによって勧められた治療法の一覧表を作成してみました。この表を調べるだけで

も、リーディングが統合失調症に対してどのような診断と治療法を述べているか、その概

要を知ることができます。

「脳」に原因がないとするなら、ケイシーは統合失調症の原因をどこに求めたのでしょ

うか。これについては A.R.E.で長年精神疾患に関するケイシーリーディングを研究して

いるデビッド・マクミラン氏によってまとめられた統計データがありますので、それをグ

ラフでご紹介いたします。

このグラフに示されているように、ケイシーの指摘した統合失調症の主要原因としては

「脊椎の障害」が 28%でもっとも多く、次いで「内分泌腺の障害」が 19%、「憑依霊の影

響」「精神的な障害」がそれぞれ 8%、「体内毒素の蓄積」「投薬の影響」がそれぞれ 5%と

なっています。

これらのリーディングをさらに詳しく調べると、内分泌腺の障害や憑依霊の影響などを

指摘されているケースにおいても、何らかの形で脊椎の障害が関わっているケースがほと

んどであり、そのようなケースを考慮すれば、統合失調症の実に半数近くが、脊椎のトラ

ブル（中でも尾骨、仙骨、腰椎などの骨盤部位に多い）に関連していることになります。

重要なことなので繰り返し申し上げますが、統合失調症の半数近くが脊椎の損傷に原因が

あるとされたのです。
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統合失調症の主要原因

28 % 脊椎の障害（39件）
19 %

内分泌腺の障害（26件）8 %
憑依霊の影響（11件）

8 %
精神的な障害（11件）

5 %
体内毒素の蓄積（7件） 5 %
投薬の影響（7件） 4 %妊娠・出産時の影響（6件） 4 %カルマ（6件） 4 %施設の影響（6件） 3 %遺伝的な影響（5件） 3 %精神的ストレス（4件） 9 %その他の要因（12件）

総計 140件

統合失調症の主要原因

出典：David McMillin, (1991). The Treatment Of SCHIZOPHRENIA, Lifeline Press

しかも、その脊椎の障害はかなりのものが、本人もすっかり忘れているような何年も前

のものであったり、場合によっては 10年、20年も前のもの、さらには出生時に作ってし

まった脊椎の歪みなどが含まれているのです。

たとえば、当時 47歳の郵便局員であったある男性は、統合失調症を発症したために休

職を余儀なくされていましたが、ケイシーのリーディングで次のように告げられました。

（問）もともとの原因は何だったのでしょうか。何が現在の状態を作り出したので

しょうか。

（答）氷の上で転び、背骨の末端の尾骨を怪我したことだ。

（問）私の頭痛の根本原因は何ですか？

（答）それらの怪我の反射が、松果腺中枢に圧迫を作り出しているためだ。（1513-1）

リーディングを受けた当時精神病院に入院していた 18歳の女性は、幼児期に転んだこ

とが現在の病気を引き起こしたと言われました。

（問）この人の症状の元々の原因は何だったのでしょうか？

（答）３歳半から４歳の頃に転んで尾骨を怪我したことである。 （2721-1）
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